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ゲイ『乞食オペラ』の作品的特質
高　際　澄　雄
序
ジョン・ゲイ（John Gay, 1685-1732）の『乞食オペラ』(The Beggar’s Opera)が
イギリス文学史上どれほど大きな存在であるかは、イギリス文学史を紐解くだけ
で明らかになる。1728 年 1 月 29 日におけるリンカンズインフィールズの王立劇
場での初演以来、同シーズンで 62 夜にわたり公演が行われたことは、いかに人気
が高かったかを示している。
ロンドンにおいてはすでに百数十年昔のシェークスピアの時代から、商業演劇
が盛んであった。演劇の公演には、役者の出演料、衣装代、大道具小道具代、楽
士出演料、台本料など、莫大な経費を必要としたので、公演は大きな賭けであり、
当たれば莫大な収入が得られるが、失敗すれば損失が生まれる。演劇界は、当時
もこの栄光と悲惨の光と影に綾取られていて、イギリス文学史にも、シェークス
ピア、ベン・ジョンスン、コングリーヴ、ゴールドスミス、シェリダン、ショー
などの輝ける戯曲作家がその栄えある生涯を語られる裏で、その名声を得られず、
貧困のうちに没した人々も多数存在した。したがって、1シーズン中のみならず、
その後も上演され続け、バラッド・オペラという新しいジャンルの先駆けとなっ
た『乞食オペラ』がイギリス文学史で大きく取り上げられるのは当然といえる。
だがその評価が過大に過ぎてイギリス文学史を歪める可能性もあるのである。
実際、ヘンデルのロンドンにおけるイタリア歌劇の作曲および公演活動の展開を
追っていくとその感を強くする。ヘンデルは 1711 年に『リナルド』(Rinaldo)で
ロンドンでの初公演を果たして以来、1724 年に『ジュリオ・チェーザレ』(Giulio 
Cesare)で大成功を収めるまで、芸術性に富み、観客の強い支持を集めた作品を発
表し続けたにもかかわらず、アディスンやスティールなどの影響力の強い文人た
ちの批判に遭い、あたかもその人気が観客の判断の間違いであるかのように描き
出されることとなった。そしてそのイギリスの人々の迷いを覚ましたのが、ゲイ
の『乞食オペラ』であったというわけであるが、本当にそうだったのだろうか。
確かにイタリア歌劇を公演していた歌劇団、王立音楽アカデミーは、1728年秋か
らの 1シーズンの休演を余儀なくされたが、1729 年からは第 2次音楽アカデミー
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が復活し、イタリア歌劇の公演はその後 10 年余続けられたのであり、その間、『オ
ルランドー』(Orlando)『アリオダンテ』(Ariodante)『アルチーナ』(Alcina)などの
傑作が制作公演されたのである。『乞食オペラ』がイギリスの観客の迷妄を覚まし
たという評価は適切ではない。
一方で『乞食オペラ』を下品な作品と見なす評価 1 も適切ではない。『乞食オペ
ラ』はバラッドオペラというあたらしいジャンルを切り開き、以後 10 年間の流行
を先導することになったのだが、10 年間ロンドンの観客が迷妄に取り憑かれてい
たと考えるのも不自然であろう。『乞食オペラ』が観客に受け入れられる合理的な
理由があったと考えるべきである。
したがって、現在明らかにすべきは、前世期後半からのヘンデル研究の進展を
踏まえながらも、なぜロンドンの観客が『乞食オペラ』を熱狂的に受け入れたか
を明らかにすることである。本作品の評価は、ヘンデルとその他の作曲家のイタ
リア歌劇の評価にも新たな光を与えることとなるであろう。
第 1 節　音楽
『乞食オペラ』はオペラを名乗っているだけに、音楽付きの演劇であった。表
１はその音楽を示している。演奏時間はエリオット・ガーディナーの演奏記録に
基づいており 2、原作の繰り返しを避けたところがあるので、少し短めになってい
るが、たとえ繰り返しを入れたとしても、20 秒より長くはならない。つまり、ほ
とんどの歌曲がどんなに長くても 2分に達しないのである。これはイタリア歌劇
のアリアとは極端というほどの違いを示している。ヘンデルのイタリア歌劇では
『アルチーナ』のアリアに 10 分を超す大曲が含まれているが、『乞食オペラ』には
そうした歌曲はまったく存在しない。すべてが短く簡潔である。
表 1　『乞食オペラ』歌曲一覧
歌曲
番号 幕 場 歌曲形態 配役 元　　歌 作曲者
演奏
時間
1 Ｉ 1 独唱 Peachum An Old Woman Clothed in Gray 不詳 0.37
2 Ｉ 2 独唱 Filch The Bonny Gray-Eyed Morn Jeremiah 
Clarke
1.1
3 Ｉ 4 独唱 Mrs Peachum Cold and Raw 不詳 0.43
4 Ｉ 4 独唱 Mrs Peachum Why is your Faithful Slave Disdained? Buononcini 0.47
5 Ｉ 5 独唱 Mrs Peachum Of All the Simple Things We Do 不詳 0.29
6 Ｉ 7 独唱 Polly What shall I Do to Show how Much I LoveHer Henry Purcell 1.19
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7 Ｉ 8 独唱 Mrs Peachum Oh London is a Fine Town 不詳 0.31
8 Ｉ 8 独唱 Polly Grim King of the Ghosts 不詳 0.29
9 Ｉ 8 連唱 Mrs Peachum, 
Polly
Oh Jenny, Oh Jenny, Where has thou Been? 不詳 0.49
10 Ｉ 8 独唱 Polly Thomas, I Cannot 不詳 0.25
11 Ｉ 9 独唱 Peachum A Soldier and a Sailor 不詳 0.43
12 Ｉ 10 独唱 Polly Now Ponder Well, ye Parents Dear 不詳 0.23
13 Ｉ 10 独唱 Polly Le Printempts Rapelle aux Armes 不詳 1.11
14 Ｉ 13 連唱 Macheath, Polly Pretty Parrots, Say John Freemen 0.34
15 Ｉ 13 独唱 Macheath Pray, fair One, be Kind Richard 
Leveridge
0.32
16 Ｉ 13 連唱 Macheath, Polly Over the Hills and Far Away 不詳 0.41
17 Ｉ 13 独唱 Polly Gin Thou wert min Awn thing 不詳 1.22
18 Ｉ 13 連唱 Macheath, Polly Oh, the broom 不詳 0.55
19 1 独唱と合唱 Mattとその仲間 Fill Ev'ry Glass 不詳 0.42
20 2 独唱と合唱 Mattとその仲間 March in Rinaldo Handel 0.53
21 3 独唱 Macheath Would you have a Young Virgin Thomas 
D'Urfey
1.24
22 4 独唱と合唱 Macheathと女性
たち
Cotillon 不詳 1.02
23 4 独唱 Jenny All in a Misty Morning 不詳 0.47
24 4 独唱 Jenny When Once I Lay with Another Man's Wife 不詳 0.54
25 5 独唱 Macheath When I First Laid Siege to my Chloris 不詳 0.14
26 8 独唱 Macheath Courtiers, Courtiers, Think it no Harm 不詳 0.49
27 9 独唱 Lucy A Lovely Lass to a Friar Came 不詳 0.19
28 9 独唱 Lucy Twas when the Sea was Roaring Handel 1.23
29 9 独唱 Macheath The Sun had Loosed his Weary Teams 不詳 0.29
30 10 独唱 Lockit How Happy are We John Barrett 0.53
31 11 独唱 Lucy Of Noble Race was Shenkin Thomas 
D'Urfey
0.39
32 11 独唱 Lockit [Untitled] 不詳 0.31
33 12 独唱 Macheath London Ladies Thomas 
D'Urfey
0.39
34 13 独唱 Polly All in the Down Pietro G. 
Sandoni
1.13
35 13 独唱 Macheath Have you Heard of a Frolicsome Ditty 不詳 0.2
36 13 連唱 Polly, Lucy Irish Trot 不詳 0.18
37 13 独唱 Polly [Untitled] 不詳 0.58
38 13 連唱 Lucy, Polly Good Morrow, Gossip Joan 不詳 0.32
39 14 独唱 Polly Irish Howl George 
Vanbrugh
1.04
40 15 独唱 Lucy The Lass  of Patie's Mill 不詳 1.24
41 1 独唱 Lucy If Love's a Sweet passion Henry Purcell 1.45
42 1 独唱 Lucy South-Sea Ballad 不詳 0.3
43 2 独唱 Lockit Packing's Pound 不詳 1.11
44 4 独唱 Macheath Lillibulero 不詳 0.27
45 5 独唱 Lockit Down in the North Country 不詳 0.44
46 6 独唱 Mrs Trapes A Shepherd Kept Sheep 不詳 1.08
47 7 独唱 Lucy One Evening having Lost my Way 不詳 0.31
48 8 独唱 Lucy Now Roger, I'll Tell Thee, Because Thou'rt my Son 不詳 0.22
49 8 連唱 Polly, Lucy Oh Bessy Bell 不詳 0.28
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50 8 独唱 Polly Would Fate to me Belinda Give John Wilford 0.52
51 8 独唱 Lucy Come, Sweet Lass 不詳 0.34
52 11 連唱 Polly, Lucy I am a Poor Shepherd Undone 不詳 0.44
53 11 独唱 Macheath Tom Tinker's my true Love 不詳 0.23
54 11 独唱 Polly I am a Poor Shepherd Undone 不詳 1.07
55 11 独唱 Lucy Ianthe the lovely John Barrett 0.58
56 11 独唱 Lockit A Cobbler There Was 不詳 0.43
57 11 独唱 Macheath Bonny Dundee 不詳 0.45
58 13 独唱 Macheath Happy Groves John Barrett 0.11
59 13 独唱 Macheath Of All the Girls that are so Smart Henry Carey 0.21
60 13 独唱 Macheath Britons Strike Home Henry Purcell 0.12
61 13 独唱 Macheath Chevy Chase 不詳 0.11
62 13 独唱 Macheath To Old Simon the King 不詳 0.11
63 13 独唱 Macheath Joy to Great Caesar Michael 
Farinelli
0.15
64 13 独唱 Macheath There was an Old Woman 不詳 0.17
65 13 独唱 Macheath Did you Ever Hear of a Gallant Sailor 不詳 0.14
66 13 独唱 Macheath Whay are mine Eyes Still Flowing 不詳 0.44
67 13 独唱 Macheath Greensleeves 不詳 1.09
68 15 連唱と合唱 Lucy, Polly, 
Macheath
All You that Must Take a Leap Lewis 
Ramondon
1.4
69 17 独唱と合唱 Macheathと全員 Lumps of Pudding 不詳 1.47
これはただ単に時間的に短いということだけではない。音楽形式として単純な
のである。イタリア歌劇のアリア形式は、17 世紀の末期にはすでにイギリス音楽
の中に定着していた。それはヘンリー・パーセルの諸作品に明確に見られるが、
ここではゲイより 10 年ほど後に書かれた 1738 年のウィリアム・ボイスの『聖セ
シリア祝日のオード』の例 3 を見てみよう。ヴィダルが書いた歌詞の第 3連の最
初の 4行は次の通りである。
Where peace prevails and Plenty ﬂows,
These blessings Harmony ensures,
Heightens the joy which peace bestows,
From Plenty new Delight procures.
平和で満たされ豊潤があふれるところ
　　和音がこれらの恵みを確保し、
平和のもたらす喜びを高め、
　　豊かさから新しい喜びを手に入れる。
27
これをボイスは、当時の書法に従って三重唱として展開したのである。以下はそ
の展開の歌詞のみの記述である。**を付けた部分は、対位法により歌われる部分
であり、下線を施した部分は、メリスマ唱法によって歌われる部分である。
Where Peace prevails and Plenty ﬂows,
These blessings Harmony ensures,
**Heightens the joy which peace bestows,
**From Plenty new delight procures.
**Heightens the joy] which peace bestows,
From Plenty new Delight procures.
Where peace prevails, where peace prevails
These blessings Harmony ensures,
These blessings Harmony ensures,
**Heightens the joy] which peace bestows,
From Plenty new Delight procures.
**Heightens the joy] which peace bestows,
From Plenty new Delight procures.
**Heightens the joy, the joy, the joy] which peace bestows,
From Plenty new Delight procures, new Delight procures,
From Plenty new Delight procures.
Where peace prevails and Plenty ﬂows,
These blessings Harmony ensures,
Heightens the joy which peace bestows,
From Plenty new Delight procures, new Delight procures,
From Plenty new Delight procures, new Delight, new Delight procures.
この展開を分析してみよう。第 1行と第 2行は和声法で歌われるが、第 3行と第
4行は対位法となり、第 3行はさらに前半部が対位法で繰り返され、joyにはメリ
スマ唱法が使われる。第 3行の後半は和声法で繰り返される。さらに第 4行は和
声法で繰り返される。次に第 1行の前半が 2度繰り返され、第 2行が 2度繰り返
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される。さらに第 3行の前半が対位法で、後半が和声法で繰り返され、第 4行が
和声法で繰り返される。もう一度第 3行の前半が対位法で、後半が和声法で繰り
返され、第 4行が和声法で繰り返される。次に第 3行の前半が対位法で繰り返さ
れるが、joyはメリスマ唱法で歌われ、つぎに単純唱法で joyが 2回繰り返される。
第 3行の後半は和声法で歌われる。さらに第 4行が繰り返されるが後半がもう一
度繰り返される。また第 4行が繰り返される。ここでまた第 1行から第 3行まで
が繰り返されて、さらに第 4行がくりかえされ、後半が繰り返される。最後に第 4
行が繰り返されて、new Delightsの句が繰り返され、さらに第 4行後半が繰り返さ
れて、終わる。このように、たった 4行の詩が語の繰り返し、句の繰り返し、行
の繰り返し、連の繰り返しと、対位法と和声法の対照的な処理によって、複雑な
楽曲に作り上げられていることが判明しよう。
多くの作品の歌詞の扱い方を分析してみると、当時の作曲家にとって、このよ
うな技法はほとんど反射的に処理が可能であったように思われる。ところが、『乞
食オペラ』の歌曲においては、繰り返しは有節歌曲的な繰り返しであり、複雑化
を図る繰り返しは全く存在しない。いわばもっとも簡素な歌曲というべき、一音
節に一音を与え、旋律とリズムおよび速度で特徴づけていく歌曲のみで成り立っ
ているのである。
『乞食オペラ』のもう一つの特徴は、重唱の欠如である。ふつう歌劇には上に
示したような重唱が何曲か作曲される。しかし表から分かる通り、『乞食オペラ』
では、何人かの登場人物が歌う場合も、声の重なりは避けられていて、「連唱」と
記述したところでは、登場人物は順番に歌い継いでいく。一番多くの登場人物が
歌い継ぐのは第 66 曲で、ポリー、ルーシー、マックヒースの 3人が歌うのだが、
声の重なりは慎重に避けられている。その他の連唱は 2人の登場人物によって行
われている。
合唱もきわめて単純である。つまりすべて斉唱であって、和声法さえも使用さ
れていない。さらに器楽曲も、序曲があるのみで、第 66 曲にわずかにリトルネッ
ロらしい後奏があるのみである。
こうして音楽的な簡素さが『乞食オペラ』の特徴である。もちろん、これが作
者の意図であることは明らかだ。バロック期に入り、ヨーロッパ全体において複
雑で高度な作曲法と歌唱法によって歌劇が作られるようになったことに批判が向
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けられ、歌唱の原点ともいうべき、一音節一音価の歌曲によって作品を貫いたの
である。これにより作品として明快なものとなったことは間違いないが、ここに
音楽的な深みや高さを求めることはできない。『乞食オペラ』の価値は音楽の質に
求めてはならない。あくまでも、イタリア歌劇の流行を前提として、イタリア歌
劇の作曲技法と歌唱技法の高度化、複雑化の批判として成立しているのであって、
それ自体で積極的な価値をもつ作品となっていないことは、文学史を考える場合
に、正確に押さえておかなければならない。
第 2 節　文脈依存の芸術
『乞食オペラ』が初演当初から人気を博した理由の一つが、当時一般に膾炙し
ていた歌曲の旋律を使って、新しい歌詞を歌うという、替え歌により歌われたこ
とにあった。表から分かる通り、69 の歌曲のうち、48 曲が作曲者不詳となってい
る。いかに一般に流布した愛唱歌に支えられていたかが明らかとなる。
現在の日本人に知られているのは、唯一第 67 曲の旋律「グリーン・スリーヴ
ズ」であろう。原詩は次のようである。
Alas, my love, you do me wrong,       
To cast me off discourteously.       
For I have loved you so long,        
Delighting in your company.           
Greensleeves was all my joy           
Greensleeves was my delight,         
Greensleeves was my heart of gold,    
And who but my lady greensleeves. 
この歌詞に対して、次のような歌詞が作られた。
Since laws were made for ev’ry degree,
To curb vice in others, as well as me
I wonder we han’t better compay,
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       Upon Tyburn tree!
But gold from law can take out the sting;
And if rich men, like us, were to swing
‘Twould thin the land, such numbers to string
        Upon Tyburn tree!
法律はどんな位の人々にも
人の中にある悪も、俺の中の悪も抑制するためにあるのだから、
首つり台の仲間くらい
いいものはないだろう、って考える。
でも金で法律の厳しさが抜き取れる。
それに、金持ちが、俺たちと同じに縛り首になったら、
国から人が減ってしまう。あの連中がね、
首つり台で死刑になったらね。
恋人に捨てられたことを嘆く美しい民謡が、これから絞首刑になる男の世の恨
みへの歌と変えられていて、面白い。このように、曲を聴いて一瞬のうちにその
曲の理解ができて、それに新しくつけられた歌詞との不整合を感じた瞬間におか
しみを感じる。ここにこそ、替え歌の面白さの真骨頂があるというべきであろう。
作曲した音楽家の分かっている曲は 21 曲あるが、そのうちジョン・バレット
(John Barrett (c.1675-c.1735)とトマス・ダーフィー (Thomas D’Urfey(1653-1723)が
それぞれ 3曲、ヘンリー・パーセル (Henry Purcell, 1659-1695)とジョージ・フリデ
リック・ヘンデル (George Frideric Handel, 1685-1759)が 2曲ずつ、そして残りの 11
人がそれぞれ 1曲ずつということになる。このうち、日本によく知られているの
はヘンリ ・ーパーセルである。幸いなことに、『乞食オペラ』には有名な曲が採ら
れている。第 6曲は、パーセルのセミオペラ『女預言者』(The Prophetess)からの
美しいアリアに基づいていて、女主人公の登場の歌曲として印象的である。
しかしさらに印象的なのが、第３幕第１場で最初にルーシーによって歌われる
パーセルのセミオペラ『妖精の女王』(The Fairy Queen)第 3幕の次の歌曲である。
If Love's a Sweet Passion, why does it torment? 
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If a Bitter, oh tell me whence comes my content? 
Since I suffer with pleasure, why should I complain, 
Or grieve at my Fate, when I know 'tis in vain? 
Yet so pleasing the Pain, so soft is the Dart, 
That at once it both wounds me, and tickles my Heart. 
この優美で沈んだ旋律に次のような歌詞がつけられているのである。
When young at the bar you ﬁrst taught me to score,
And bid me free of my lips, and no more
I was kissed by the parson, the squire, the sot;
When the guest was departed, the kiss was forgot,
But his kiss was so sweet, and so closely he pressed,
That I languished and pined till I granted the rest.
若くてお店に出ていたころ最初に手ほどきしてくれたのはあなた。
唇を自由にするようにって言って、それだけだったわね。
キスされたのは、牧師さん、地主さん、飲んだくれ。
お客が帰れば、キスなんて忘れちゃう。
でもあの人のキスはうっとりするようで、きつく抱かれたら、
すっかりとろけてもっと欲しくなり、残り全部をあげちゃったわ。
優美さと厳しい現実との対比が巧みに表されていて、マックヒースの子供を身ご
もっているルーシーの立場を適切に表していて、絶妙である。
替え歌の反応は瞬間的でかつ強力である。しかしそれは本歌を親しく知ってい
る場合に限られる。本歌が分からない場合には、どれほど巧みな替え歌も、ほと
んど反応を引き起こさない。正直なところ、上記の 3曲以外の本歌を知らないた
めに、その妙味を理解することができないのである。逆に、当時の観客の反応の
強さは、上の３曲から想像がつく。69 曲もの替え歌が次から次へと歌われたら、
観客はいやが応にも劇に引き込まれたことであろう。
同様に当時の社会的文脈に依存した表現は、ピーチャムとマックヒースの人物
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描写にも表れている。ピーチャムは盗賊捕手 (thief-taker)でありながら、盗品売買
人 (fence)でもあり、表裏のある仕事で生きる人間として描かれているが、これが
当時評判となったジョナサン・ワイルド（Jonathan Wild 1683-1725）であり、一方
のマックヒースはかつてワイルドの一味でありながら独立し、逮捕脱獄を繰り返
して庶民の英雄になったジャック・シェパード（Jack Sheppard 1702-1724）である
ことは、当時の観客には明白であった。ワイルドは盗賊の一団を組織し、盗みをさ
せながら、一方で盗賊を逮捕して盗品を持ち主に返還すると称して、その手数料
で利益を得ていた。シェパードはこのワイルドの組織に入らず、したがって何度
もワイルドの捕手たちに逮捕されながら、脱獄をしてワイルドの勢力に刃向かっ
たため、ワイルドの実態が知られ、絞首刑になってからは、庶民の英雄と見做さ
れたのである。
さらにピーチャムがワイルドの表象を通じて、首相ロバート・ウォルポールの
表象になっていたことも、ロンドンの観客には明らかであった。ワイルドは、自
分の利益を確保するために、政治家にも賄賂を贈っていた。これがロンドンの民
衆には利益配分で政界を巧妙に操っていたウォルポールとの類似を連想させたの
である。
こうして『乞食オペラ』は、音楽にしても、物語にしても、当時の社会的文化的
文脈に大きく依存してその絶大な人気を獲得したのである。もちろん、その音楽
を当時の民衆音楽のありようを知るという観点から楽しむことも可能であるし、
政界の腐敗、市民社会と犯罪者集団および売春婦たち、男女の恋の駆け引き、な
どの様相では、広く普遍化して鑑賞することもできる。しかし初演時の爆発的な
人気の秘密は、当時の社会的文化的文脈を考慮せずには、解明できない。この点
がヘンデルのイタリア歌劇作品と決定的に異なる点である。ヘンデルの諸作品は、
芸術作品として時代を超越して楽しむことが可能である。その声楽的複雑さも簡
素さも、作品構成の妙も、演出の無限の可能性も、普遍性をもっているのである。
ところが、『乞食オペラ』の魅力の根幹は時空的に限定されている。つまり、1728
年のロンドンにおいてもっとも意味をもつように制作されている。言葉を換える
なら、『乞食オペラ』を再演するにあたって、初演当時と同様の強い反応を得よう
とすれば、上演が行われる時代と場所に合わせて脚色翻案することが不可欠なの
である。
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第 3 節　バラッド・オペラとしての卓越性
『乞食オペラ』の成功は、その着想の勝利であったといっていい。とりわけ、
替え歌で音楽を組み立てる面白さに、バラッド・オペラというジャンルが成立し、
模倣作が次々に制作上演されていった。しかし、『乞食オペラ』はバラッド・オペ
ラの中で抜きん出て優れていた。それは他の作品と比較すれば一目瞭然となる。
以下は体系的な比較ではないが、大英図書館で調べ得た結果である 4。
まず明らかになるのが、『乞食オペラ』のような批判的内容を持った作品はは必
ずしも多くないということである。1733 年に台本が出版された『乞食の結婚式』
(The Beggar’s Wedding) では、乞食の王チョーターの言葉に、批判というより『お
気に召すまま』に通ずる自由賛美が表れている。彼は次のように語る。
We are free-born people, and enjoy Liberty to a greater extent than any nation under the 
Sun̶we are not conﬁne’d to any one Kingdom, or Empire; no; Sir̶the whole Globe is 
ours, which we range over at Pleasure̶then for Property, who can equal us?
私たちは自由に生まれた人間で、太陽の下のどんな国よりもはるかに自由を楽
しんでいます。--私たちはどんな王国にも帝国にも縛られていないんです。いい
え、閣下、全地球が私たちのものなんです。私たちはそこを好き勝手に巡ってい
るんです。だったら財産で、誰が私たちに及ぶんですか。
そして最後の会話は次のように描かれる。
Quarum
  Now, Brother Chaunter, if you’ll be content to share my House with me for the 
future, and quit this Way of Life, I shall think myself happy in your Friendship.
Chaunter 
 What, cease to be a Beggar, and a Monarch too!̶no, Sir̶I would not change 
my Condition with the greatest Prince in Europe; for there is not one of ’em all, but envies 
the Freedom of us Beggars; whether it be Peace or War, we still are unconcern’d; we are 
neither prest for Soldiers, nor put upon hard Duties: The State never concerns itself with us; 
and if we any Thing unlawful, who’ll sue a Beggar? Mankind pay a kind of Reverence to 
us, and make a Conscience of it not to abuse us. As for our Dirt and Uncleanness, they are 
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without us, and signify nothing at all to true Happiness; and for our Raggs, ’tis to them we 
chieﬂy owe our Felicity.
クウォーラム　さて兄弟のチョーンターよ。これから家を私と一緒に使うのに満
足してくれ、こんな暮らし方はやめてくれるのであれば、君の友情に感謝したい
と思うのだが。
チョーンター　なんだって。乞食と王様をやめろだと。いやですよ閣下。ヨーロッ
パの一番偉い王様とでも身分は交換しませんよ。だって、私たち乞食の自由をう
らやまない王様なんて一人もいないですからね。平和だろうと戦争だろうと、私
たちは心配しません。兵隊になるように押し付けられることも、厳しい務めを強
いられることもありません。国は私たちに関心がないんです。たとえ私たちが法
律違反だとしても、誰が私を裁判にかけますか。人は私たちに一種の敬意を払っ
ていて、私たちを虐待しないように心を配ってくれるんです。垢だとか不潔さな
んて、私たちの外見で、本当の幸せには全く関係しません。それに私たちのぼろ
服なんて、それこそが幸せの源なんです。
そして最終の第 19 歌曲には、このような歌詞が付けられている。
While Riches and Honour are courted by the Great,
The Beggar contented enjoys his humble State:
Our Poverty’s a Blessing alone which makes us free,
Then who’d not be, of Beggars, a Monarch thus like me.
大王たちが富と名誉を追いかけているときに、
乞食は満足してつましい身分を楽しむ。
私たちの貧しさは、それだけで私たちを自由にしてくれる恵なのだ。
だったら、私のように乞食の王様に、誰がなりたくないだろうか。
チョーンターはクウォーラム夫人の兄で、ハンターが息子、フィービーが養子と
いうことが分かるというありふれた結末は、そののんきさも含めて 18 世紀イギリ
スの一つの特質を示していよう。このように、むしろ 18 世紀的な実体に合わせて
多くの作品が作られたのであり、いかにも民衆的である。1730 年の『小間使い』
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(The Chamber-maid)では、園丁コリンに変装した主人フリーマンが小間使いのロ
ゼラと駆け落ちするが、最後には彼女と結婚する。これは『パメラ』の先駆けと
いってもよいが、1730 年の『恋人オペラ』(The Lover’s Opera)もまた風俗的な作
品である。1731 年の『パリスの審判』（The Judgment of Paris）には、「田園バラッ
ドオペラ」(Pastoral Ballad Opera)との名称が使われ、パリスが粉引きに擬されて
登場し歌曲を歌い始める。1732 年の『悪魔の男爵』(The Devil of a Duke)は一転し
て、ベートーベンの『フィデリオ』ならぬ無実の人々の救出劇となるかと思えば、
また 1731 年にはモーツァルトの『魔笛』に通ずる『寛大なフリーメイソン』が作
れられ、最後の歌詞でフリーメイソン的理念が歌われる。
The Power that form’d the Earth, the Sea, and Air,
Makes constant Virtue his peculiar Care:
And tho’ some bitter Moments they may ﬁnd,
To try the Strength and Courage of the Mind!
Yet once the hard and ﬁery Tryal past,
The glorious Recompence is found at last.
地と海と大気を形取った神は
変わらない徳に特別の配慮をする。
精神の力と勇気が試される
苦しい時に出会うかもしれないが
厳しい業火のような試練が終われば
ついには輝かしい報いが最後に見いだされる。
中産階級の誇りをくすぐるような作品もある。『宮廷雑録』（The Court Medley）で
は、つぎのような会話がある。
Princess
  See then, Hamilla, how unfortunate it is to be born a Princess; happier should I 
have been were my Descent less noble.
Hamilla
  Freer you would have been, because then you might have chosen a Husband for 
yourself, and not have been thrust, as you are now, into the Arms of an indifferent Prince. 
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His Affection for me is but cool. I believe indeed; but as to that we are pretty even.
王女　分かる、ハミラ、王女に生まれることがどんなに不幸なことか。もし私の
身分がもっと低かったら、私はもっと幸せだったはずよ。
ハミラ　もっと自由だったでしょうね。だって自分で夫を選んで、無関心な王子
の腕に身を投げることもなかったでしょうから。あの人の私に対する愛情は、冷
めたものよ。そう信じている。でもそのことについては、私たちは対等ね。
ここにはモーツァルトの『フィガロの結婚』が予兆されているとも言えよう。
このように見てくると、バラッド・オペラは『乞食オペラ』から想像されるも
のより、もっと穏やかで、ある意味で広やかなものであったことが分かる。
反対に、『乞食オペラ』を他のバラッド・オペラと比較すると、その特質がはっ
きりと見えてくる。まず、登場人物の多さである。あれだけ多数の人物を登場さ
せ、まとまった劇とするには、作者（兼演出家）の力量が必要であったことであ
ろう。
第 2に、場がずばぬけて多い。第１幕では 13 場、第 2幕で 15 場、第 3幕で 17
場、全 45 場という設定は、多くの問題が扱われ、急速に展開されることを示して
いる。このようなバラッド・オペラを他に見つけることができない。
第 3には歌曲が飛び抜けて多い。69曲の元歌を見付け、歌詞をつけていくには、
並大抵でない技量を要する。これは、ゲイの才能と、古楽協会の中心的音楽家と
して活躍したペープシュの音楽的力量なくしては実現できないことであった。
そして、台本の出版に際して、初版から歌曲の楽譜を付したことも、その高い
意識の現れであったろう。第２版には序曲のスコアが入れられた。これは、簡単
な上演を可能にし、さらに本公演を盛り上げようとした意図があったのではなか
ろうか。他の台本には、元歌の題名だけが書かれ、楽譜のないものが多い。『乞食
オペラ』においては音楽面にも十分な力が注がれていたのである。
『乞食オペラ』はバラッド・オペラの濫觴でありながら、最高の作品となった。
それは替え歌を基本にするという着想を得た瞬間に、二番煎じに陥る危険を察知
した天才的劇作家の覚悟の取組の反映であったように思われる。
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表 2　バラッド・オペラ作品調査一覧
番号 出版年月日 題名 作者 楽譜の存在 大英図書館番号
1 1730 The Chamber-Maid 記載なし なし 161 d 64
2 1730 The Lovers Opera Chetwood なし 82 e 43 3
3 1731 The Judgment of Paris 記載なし なし 11775.c.1
4 1731 The Generous Free-Mason 記載なし なし 82 e 43 4
5 1732 The Devil of a Duke 記載なし あり 1175.c.98
6 1732 The Humours of the Court 記載なし なし 161.l.43
7 1733 The Beggar's Wedding Charles Goffey なし 1775bb9
8 1733 The Court Legacy 記載なし なし 11775.c.5
9 1733 Lonrd Blunder's Confession 記載なし なし 161. d. 56
10 1733 The Court Medley 記載なし なし 161. e. 1
11 1737 The Dragon of Wontley Music by Lampe Burlesque Opera R.B.23 a.10962 
12 1755 The Country Coquet Young Lady 元歌も示されず 11778 e 13
13 1761 Contrivances Hen. Carey 元歌も示されず 1578/5787
14 1774 The Cobler 記載なし 元歌も示されず 161,i,8
結び　イタリア歌劇とバラッド・オペラ
私たちは、あたかもイタリア歌劇とバラッド・オペラを対照して考え、まるで
最初から対立関係にあったかのように考えがちである。しかし、ヘンデルの取組
み方を見ていると、歌劇のライバルたちには闘争心をむき出しにするものの、異
なるジャンルに対してはあまり関心を示さなかったように思われる。一番の例は、
ランペの『ウォントリーの竜』をヘンデルがよく作曲されていると認めていたと
いうエピソードに見られる5。ヘンデルもまた公演を基本に作曲を行った音楽家で
あって、演劇界、音楽界の事情に通じていた。公演において競争関係に陥ること
もあれば、協力関係を作りださなければならないこともある。特にジャンルの違
う出し物には目くじらを立てる必要もなかったであろう。だとすれば、劇作家も
音楽家も、それぞれのジャンルを異なるものと認識した場合、自らのジャンルに
のみ新しい試みを集中して行う、というのが自然であろう。ヘンデルのイタリア
歌劇の作品も、『乞食オペラ』もともに優れた作品であると言って、何の誤りもな
い。ロンドンの観客がヘンデルに英語の歌劇を求めてもヘンデルが応えなかった
という事実は、また別の次元で考えなければならない問題なのである。
（本論は平成 21-24 年度科学研究費補助金研究『18 世紀前半イギリスにおける音楽
と演劇』（課題番号 24520236）における研究成果の一部である。）
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1　山田由美子氏はその優れた著作『原初バブルと《メサイア》伝説』（世界思想
社、2009 年）で『乞食オペラ』の芸術性を問題視している。p.255 を参照のこ
と。
2　1983 年 BBC制作の番組の DVD The Beggar’s Opera（Arthaus Music 102001）で
の演奏時間を計測した。歌詞および元歌の題名は The Beggar’s Opera (Methuen 
Drama: London 2010)に依った。 
3　詳しくは拙論「ボイス『聖セシリア祝日のオード』における詩と音楽」（『外国
文学』第 58 号　2009 年）を参照のこと。
4　その結果を表 2にまとめた。
5　ホグウッド『ヘンデル』（東京書籍　1991）p.253.
